第2部 シンポジウム 「スポーツの好循環 : カレッジスポーツの位置づけ」(専修大学社会体育研究所公開シンポジウム2012，スポーツの力を考える「スポーツを通じた社会開発」，専修大学生田キャンパス10号館10301教室，2012年10月29日開催) by 伊調 馨 et al.
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スポーツの力を考える「スポーツを通じた社会開発」
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スポーツの力を考える「スポーツを通じた社会開発」
さというか、アイシングの効果を改めて感じ
ました。それで少しでも練習ができるなら練
習場に行きたいと思いました。結果的に金メ
ダルは獲れたのでよかったです。
久木留毅　改めて鈴木先生のマルチサポー
トハウスの支援のおかげですね。
伊調馨　マルチサポ トーハウスには自分の友
達、両親を気軽に呼ぶことができました。そ
のような環境を整えていただいたので、気持
ちの面で助けられました。
久木留毅　伊調選手のレスリングスタイル
は、佐藤強化委員長から言わせればオリン
ピックで一番いい試合をしたという話でした。
松本選手、金メダル目指して死ぬほど練習し
てきました。間近に見ていましたから、それを
感じていました。金メダルが掛かった大一番、
準決勝のイラン戦、ラスト1秒早ければ 1セッ
ト目取っていたかもしれない。あの時、どう思
いましたか。
松本隆太郎　そこに関しては特に考えなかっ
たのですが、北京に出られなくて悔しい思い
をしてやってきた。その中で、ここに来てい
るメンバーで今回のオリンピックで負けたの
は僕だけです。この気持ちは、経験した人に
しか分からないと思いますが、金メダルの前
に準決勝で負けた時点で、夢はそこで終わっ
てしまって、自分の中でもういいやという気
持ちにもなったのですが、そこは、応援して
くれる人たちのために頑張りますとかよく言う
と思うんですけど、あれは、結局、結果論で、
「あの人のために」と試合中に思いながらやる
人はいないと思います。試合中は自分のため
に、自分が頑張ってきたのだから、その結果、
出した結果がいろんな人の支えとか希望を与
えたりとかあるんですが、僕が負けた時には
自分の夢が終わったと思いました。そこから、
次の試合までに３時間くらいありました。そう
いった中で、いろんな方からメールをいただ
いたり、ネット環境も整っていたのでフェイス
ブックだったり、ネットだったり、地元の雰囲
気だとかそういうのを見られて、自分の夢は
終わったけど、あと１試合は、僕を送り出して
くれた人、応援してくれた人のためだけに頑
張ろう、とそこで気持ちを入れ換えることが
できました。
久木留毅　ありがとうございます。米満選手
には質問が二つあります。一つは、2011年の
世界選手権、決勝まで行って負けてしまった
じゃないですか。だれもが金メダルと思って
いた。そこから、どうやってオリンピックに向
かったのか、というのが１点。
米満達弘　2011年の世界選手権決勝で負け
たのは自分の中で想定内でした。３位以内に
入れれば、日本のオリンピック出場枠がもら
えました。自分の世界選手権の目的は日本の
出場権を獲ることでした。出場権を獲るには
2 位か１位かでしたが、あまり優勝は意識し
ていませんでした。2012 年のオリンピックの
金メダルが目的だったので、自分で目標を決
めて、その目標が達成できればいいのかなと。
周りがとやかくいっても、今年の自分の目標
ができればいいと思います。小さくても大きく
ても、自分で目標をつくることです。レスリン
グを始めた時の目標は、とにかく自分がひ弱
だったので、少しでも体を強くするためでした。
身体が強くなるという小さい目標からはじまっ
たので、自分が決めた目標をクリアしていけ
ば、スポーツは強制的なものではないと思う
ので、自分の目標が達成できればいいと思い
ます。
久木留毅　もう一つ質問です。今回、米満
選手はロンドンオリンピックでものすごいリー
グに入ったんですね。レスリングというのは
シ ドーがありません。なので、2011年世界２
位でも、世界チャンピオンといきなり当たる
ことがあります。2009 年に３位、2011年に２
位、それと同じく、2009 年の１位から３位ま
でがいるリーグになってしまった。あの時に、
周りの人が駄目だとは思っていないけど「こ
れはなんてくじを引いたんだろう」と佐藤強
化委員長が思ったそうです。米満選手はどう
でしたか。
米満達弘　それは想定内でした。想定外は自
分にとってのリスクなので、2010 年の世界選
手権のトーナメントの組み合わせが、今回の
ロンドンオリンピックのようにものすごくくじ
運が悪かったことがありました。2010 年の世
界選手権はそのリスクが考えられず、想定外
のことでした。想定外と思ってしまい、成績
もよくありませんでした。だから 2012 年のロ
ンドンオリンピックは、どんな選手と当たった
としても想定内にしようと思っていました。ど
んな組み合わせでも対応していく。2 年間で
それを練習してきました。ですから、くじ運が
悪くても、そこまで驚くことはなかったです。
周りはすごく驚いていました。強化委員長も
ものすごく驚いていました。会長も自分にな
ぐさめみたいな言葉をかけてくれて、「開き直っ
ていこう」「ベスト尽くせば大丈夫だから」と
言われましたが、自分は想定内でした。ただ、
想定内にするには経験が必要だと思います。
もし経験がなければ想定もできません。2010
年の経験がなければ、2012 年の組み合わせ
を見たときに慌ててしまったと思います。経
験を積むことは大切です。悪い経験もいい経
験も積むことが大事だと思います。
久木留毅　ありがとうございます。この経験
を、コミュニティスクールに入れたり、カレッ
ジスポーツに取り入れたりできれば大きな財
産になると思います。
鈴木寛　今日のお話が財産になりました。僕
の学生時代はそういう経験はできませんでし
たので、これから世界一を目指す上で勉強に
なりました。
久木留毅　ありがとうございます。ここでフ
ロアから質問を伺いたいと思います。
質問者１　地元の老人クラブに入っていま
す。いろいろお話を伺いまして、これからは
老人がどんどん増えます。僕も高齢者です。
しかも、僕は経済学部のＯＢです。いろいろ
お話を伺って思ったことは、子どもたちとい
ろいろなスポーツのお話が出たんですが、こ
の 3 人の選手の方が、これから第２キャリア、
第 3 キャリアで研究者の立場になるかもしれ
ません。そういった時に、高齢者スポーツに
も光を当てていただければ、と感じています。
例えば、地元ですと老人クラブの連合会、つ
いこないだ、日曜日にスポーツ大会が 300 人
くらい集まってやったのですが、そのようなも
のを研究対象にしていただくとか、レクリエー
ション的な、老人クラブ、スポーツ大会など
を追いかけたりなど、光を当てていただきた
いと思います。これは質問ではなく要望でご
ざいます。
久木留毅　この辺り、鈴木先生に色々なか
たちで携わっていただけると思います。また、
アスリ トーの皆さんも、しっかりと色々なとこ
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ろで携わっていくと思います
質問者２　私は普段ジャーナリズムを勉強し
ています。そこで、選手の方 3 人に質問です。
ロンドンオリンピック以前からテレビや雑誌
などメディアの取材を受けていると思います。
今後メディア、新聞などでこういう報道をし
てほしいということがありましたら教えてくだ
さい。
伊調馨　私はあまりメディア好きではないの
ですが、新聞に関しては思い出があって、初
めて国際大会に出た時に 18 歳だったんです
が、その時に銀メダルだったんですね。その
他に吉田沙保里選手と浜口京子選手も参加
していて、二人は金メダルを獲ったんです。
私だけ銀メダルだったんです。その時に、い
ろんな雑誌やテレビでは伊調だけ銀、勝てな
かったと書かれていたんですが、ある新聞は、
私に期待をしてくれている書き方をしてくれて
いたんですね。私自身はとても悔しかったで
す。銀メダルで。銀じゃ意味がないくらいの
気持ちで臨んだのですが、その新聞は私のこ
とを、やる気になるような、これからも頑張っ
ていけそうな文章を書いてくださって、その新
聞を読んだときには嬉しかった。選手はそう
いうメディアも見る、見ないはありますが、そ
ういったので少し嬉しくなったり悲しくなった
りする部分もあるので、そういう意味で、メディ
ア好きではないというのもあるのですが、そう
いうのを新聞メディアにも期待したいですね。
松本隆太郎　レスリングは女性や米満選手
の活躍で大分注目されるようにはなったんで
すが、やっぱりアマチュアスポーツってオリ
ンピックの年、その前の年くらいしかなかなか
注目されない競技で、他のマイナースポーツ
といわれる競技もそうだと思うんですが、野
球やサッカーはずっと追ってくれるけど、マ
イナースポーツはオリンピックの一過性で終
わってしまっています。合宿もこれからあるん
ですが、オリンピックの次の年とか、メディ
アが少なくて注目されないんだなあという気
持ちが出てくるので、オリンピックの宣伝だ
けではなく、4 年周期で考えるスポーツと思っ
ています。その 4 年間、しっかり追ってくれ
ると僕らも取材の受け甲斐もあるし、いい結
果を出した時に、追ってくれた人たちにあり
がとうの気持ちを持っていけると思います。
心に留めていただけるとありがたいです。
米満達弘　自分はテレビとかは全く見ないの
で、何も感じないです。新聞とかもスポーツ
新聞もまったく見ないので、何にも言えない
です。自分が頑張ればいいかな、と思います。
質問者３　鈴木先生にお願いをしたいのです
が、地域活動に多く関われる人たちに、地域
通貨のようなかたちで報酬を与えられないか
なと思うんです。現在、地域貢献の活動では
ボランティア的なかたちで支援をして、金銭
的なもので支援をするのも必要じゃないかな
と思うんですが、鈴木先生はどう思われるで
しょうか。
鈴木寛　実は僕は慶應義塾大学の助教授を
している時に地域通貨の研究をしていました。
アドバイスは生田キャンパスで川崎市や多
摩区を巻き込んで、地域の人を巻き込んで、
OB を巻き込んで、小さくてもいいからやって
みるということですね。スポーツということで
はないですが、埼玉県のある市では、アーツ
という地域通貨を出して、市民劇場、市立劇
場で実践されていました。スポーツの方が地
域の賛同者は多いので、地域通貨とか成立
する可能性が高いと思います。一般論で申し
上げていますけれど、個別、固有名詞を残し
て、ぜひ皆さんでやっていただいて……。現に、
税制が変わって、そういったような活動に対
して個人が寄付をした場合は税額控除、１万
円寄付すれば５千円かえってくる制度が去年
からできあがっている。そういうのを活用して
ください。ぜひ頑張ってみてください。専修
モデルが広まっていくと思います。私も協力
します、共同研究しましょう。
久木留毅　皆さんお疲れ様でした。トップア
スリー ト、皆さんからたくさんのことが学べた
と思います。ものの見方、考え方を変えると
さまざまなアイディアが見えてくると思いまし
た。それから、専修大学含め大学というのは
好循環のプラットフォームとしての役目を担
う可能性があるということをつくづく感じまし
た。それではこの余韻をしっかり残して、こ
れで終わりたいと思います。シンポジストの
皆さん、本当にありがとうございました。
